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名古屋市の中心部から南へ約 10km に位
置 す る 愛 知 県 大
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市 は、 人 口 約 8 万
4000 人の典型的な都市近郊である。市
域の約 6 割が市街化調整区域であり、名
古屋市のベッドタウンとして現在も人口増
加が続いている。
　この都市近郊で JA あいち知多が「農と
食のテーマパーク構想」を打ち出したのが
平成 6 年。農村資源を生かした付加価値
づくりで大勢の都市住民を集客し、農業の
振興と地域の活性化につなげようとするも
のである。この構想は「アグリ・ルネッサ
ンス構想」と名づけられ、平成 10 年に事
業計画がまとめられた。自然景観を生かし
ながら、ファーマーズマーケット、花卉温
室、農産加工所、和風レストラン、天然温
泉、農業研修所などの施設群、イベント広
場および 400 台の駐車場を備えた総面積
5.3ha の壮大な計画である。
　対象となる土地は市街化調整区域内にあ
り、その大部分が農振農用地であったため、
平成 11 年 1 月から始まった農振除外・
農地転用許可・開発許可の関係行政との協
議は難航を極めた。そこで、大府市の協力
により、この計画を市町村マスタープラン
に位置づけるとともに、公益性が特に高い
事業として農振除外を認める「農村活性化

土地利用構想」を市が策定して県の承認を
得た。これに基づいて大規模開発の許可を
得て、平成 12 年 1 月に造成工事を開始し、
同年 12 月に、JA あぐりタウン「げんき
の郷」が開業した。

運 営 の 特 徴 は、JA の 直 営 で は な く、
JA100％出資の子会社「株式会社げんき
の郷」が JA から施設を借り受けて運営し
ていることである。これは、ファーマーズ
マーケット以外に農産加工、レストラン、
温泉施設など、業態も営業時間も必要な人
材も異なる各種施設を機動的・効率的に運
営し、専門的なノウハウ蓄積と運営スタッ
フの育成を図った。さらに、運営の中核と
なる支配人・副支配人・部門責任者には
JA から新会社に移籍した 13 人を充てた。
すべての施設を自力で運営するために、主
要スタッフは約 6 カ月にわたって民間ホ
テルやレストラン、加工施設、温泉などで
実地研修を重ねた。
　開業7カ月前の平成12年5月にファー
マーズマーケットの出荷者募集を開始。
JA の各支店の職員が管内の農家を回って
出荷登録を勧誘した結果、約 4 カ月で目
標の 1000 人ほどが登録したが、実際に
出荷する品目・数量の予定をまったく考え
ていない農家が多数含まれていることが判

明した。このため、急きょ、JA の営農担当
者と連携をとりながら、あらためて農家を
戸別訪問して積極的な出荷をすすめるとと
もに、作目選定や栽培方法の相談・指導を
行い、実際に出荷してくれる出荷登録者を
確保することができた。

開業から 7 年が経過し、平成 18 年度一
年間の売上高は約 38 億円へと増加の一途
である。集客力の要因は、地場産の新鮮、
安全・安心、良質、おいしさ、安定価格に
こだわった「農」と「食」、さらには天然
温泉がそろい、子供から高齢者まで気軽に
楽しめること。また、食文化を楽しむもち
つきや味噌造りといった体験イベントのほ
か、周辺農地を活用した体験農園（年間延
べ 5000 人が体験）など地元農家とのさ
まざまな交流活動に参加できることが挙げ
られる。
　開業後 7 年半を経過した時点で出荷登
録者は 735 人。そのなかには、ファーマー
ズマーケット「はなまる市」だけで年間
2000 万円以上を販売する農家が 10 人
いる。また、若い世代が農業に戻りつつあ
り、二十代から三十代の専業農家が 10 人
以上になっている。

新鮮で安全な農産物

JAあぐりタウン「げんきの郷」（愛知県大府市）
「農」と「食」のテーマパーク

■ プロジェクト実現のプロセス

所在地	 ：	愛知県大府市吉田町正右エ門新田1-1
計画地域	 ：	市街化調整区域
敷地面積	 ：	5.54ha、駐車場約520台
建設面積	 ：	6222㎡
		  天然温泉「めぐみの湯」・・・・・・・・1978㎡
		  食彩処「だんらん亭」・・・・・・・・・・・697㎡
		  「できたて館」・・・・・・・・・・・・・・・・・・955㎡

		  ファーマーズマーケット「はなまる市」・・・・
909㎡

		  グリーンセンター「さんハウス四季」・・・・
704.4㎡

		  総合案内所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・196㎡
		  広場など・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・783㎡
総事業費	 ：	30.6億円（うち補助金4.8億円）

事業期間	 ：	平成12年1月～12月
開業	 ：	平成12年12月23日
事業者	 ：	JAあいち知多
運営主体	 ：	株式会社げんきの郷（JAあいち知多

100％出資子会社）
連絡先	 ：	株式会社げんきの郷
		  総合案内所 ： ☎0562-45-4080

プ ロジェクト 概 要

「げんきの郷」全景

■ 新しい役割と魅力
■ ネック克服と仕組みの工夫

足湯「ちゃぷーん」ファーマーズマーケット「はなまる市」

グリーンセンター「さんハウス四季」

「アーバンファーム」は、大型ショッピン
グビル「なんばパークス」9 階屋上庭園の
一部にある会員制の都市型農園（都市型貸
菜園）である。
　なんばパークスは平成 15 年 10 月南海
電気鉄道によって大阪球場跡地に完成した
複合施設で、「未来都市なにわ新都」をコ
ンセプトに、延床面積 24 万 3800㎡の
本格的なオフィスビル、SC、文化施設な
どからなる。その SC 施設屋上にある段丘
状の屋上庭園「パークスガーデン」には約
300 種類、約 7 万株の植物が植えられて
おり、民間都市開発では日本最大級の「都
市と自然」の両方を同時に楽しめる空間で
ある。その 9 階部分の一角に、都心居住
者に「農とのふれあいを楽しむ」企画とし
て「アーバンファーム」20 区画。1 区画
約 2 坪）が設けられた。
　施設全体は南海電鉄の完全子会社である

「南海都市創造」が運営している。建設時
に株式会社辻本龍松園が屋上庭園の設計を
任されて、市民参画型をコンセプトにする
なかで会員制都市型農園（都市型貸菜園）
の構想が持ち上がり、日本における第 1
号がここに誕生した。

アーバンファームは屋上に設けられた農園
で農地法（昭和 27 年 7 月　法律第 229

号）や市民農園促進法（平成 2 年 6 月　
法律第 44 号）などにかからない任意の農
園である。
　1 区画は約 2 坪。専属の菜園スタッフ
1 人がついて、作付けから収穫までフルサ
ポートしている。
　費用は 1 区画につき 3150 円 / 月と、
土壌管理費として年間 1 万 2600 円の会
費である。毎年 12 月に募集して抽選で決
ま る。 平 成 15 年 の オ ー プ ン 時 に は
1100 通の応募（約 50 倍）があった。
あまりに多かったので、その後はホーム
ページや管内ポスターに切り替え、10 倍
程度で落ち着いている。
　毎年抽選であるがリピーターの応募が多
く、理由がない限りやめない人が多い。メ
インの利用者は四十代の主婦であるが、
二十代の新婚カップルもいて、市民農園な
どと比べると年齢層は若い。週末は家族で
楽しんでいる人もよく見受ける。
　開園は 10 時～ 17 時。設備は、更衣室、
シャワールーム、トイレなどがあり、シャ
ワールームはよく利用されている。作業着
や農具のレンタルもしているので、買い物

の帰りにも手軽に利用できる。

都心居住者に都市的な農との新しい楽しみ
方を提起している。郊外の団塊世代の中高
年者を対象とした市民農園と異なり、若者
や主婦を中心に「きれいな土いじり」を楽
しむスタイルである。そこには、都心部に
専用の農園をもつ話題性、ファッション性
および一種独特のステイタスをもつ楽しみ
が見られる。週末にスポーツジムに通う感
覚ながら、費用はそれ以下で、開放的な屋
上での「土いじり」として新しいライフス
タイルを提供している。

都市農園は忙しい都心居住者をターゲット
としているので、専属の農業サポーターが
必要であり、このための経費が割高になる。
この場合は、広大な屋上庭園との一体管理
で運営しているが、都市農園単独での事業
では相当割高な会費を必要とし、事業性が
低いと思われる。何らかの会費を下げる工
夫が求められる。

新しい農的空間の創造

アーバンファーム（大阪府大阪市）
都心の大型ショッピングビルの屋上を農園利用

大型ショッピングビル「なんばパークス」の屋上にあるアーバンファーム

アーバンファーム

■ プロジェクト実現のプロセス

所在地	 ：	大阪市浪速区難波中2-10-70
		  なんばパークス屋上庭園
　　　　　　8F「円形劇場」の客席の上段
規模	 ：	約2坪×20区画
計画地域	 ：	農地法などの土地利用規制はなし
手法	 ：	都市農園（都市型貸菜園）

都市農園の開始時期 ： 平成15年10月オープン
施行者（事業者） ： 南海電気鉄道
屋上庭園設計
連絡先	 ：	株式会社辻本龍松園・西塙征広
		  ☎06-6647-0092

プ ロジェクト 概 要

■ アーバンファームの特徴

■ 新しい役割と魅力

■ 今後の課題

「なんばパークス」の屋上公園

アーバンファームの管理責任者、　
辻本龍松園の西塙征広さん


